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（中国北西部乾燥地の谷間の濯，既農業 真木太一）

熱帯の農業開発研究における診断

の手段としてのバイオテクノロジー

村田伸夫

「彼を知り己を知らは百戦あゃうからず、彼を知らずして

己を知らは一勝一敗す、彼を知らず己を知らざれば戦うごと

に必ずあやうし」古代中国 （紀元前380～320年）の哲学者 ・

軍略家孫武の言である。相手を知ることが農ー業開発研究に

とっても軍事戦111各におけると同様重要である。バイオテクノ

ロジーは、生物の組成を分析し機能を解明し、必要に応じそ

れらを検定するための強力な手段を与える。

「近代的」あるいは 「ハイオテクノロジー自〈］」検定法とい

えば通常核酸分子雑種形成による検定もしくはモノクロ一ナ

ル抗体を用いたELISAを指す。このようなパイオテクノロ

ジーによる検定法が熱帯の農業開発研究のさまざまな場面で



必要とされる。

作物の増殖のシステムの重要性が多くの熱帯

の国々で認められるようになり、改善が図られる

ようになった。とくに顕著な進展カ、タイ国の観

賞M1ゐやマレイシアのアブラヤシなどアジアの

国々でみられる。その中で、栄養繁殖性作物の

増殖の際、ウイルスなどとらえがたい病原を栄養

系から｜徐くことが必須であり、とくに病原を検

定する段階カ、技術革新を必要とする重要な場面

となっている。

いまひとつ、遺伝資源の管理が多くの熱帯発

展途上国的関心を号｜〈重要な課題である。ここ

での｜笥害は、遺伝的構成や病原を検定する適切

な手段を欠くことである。高度にヘテロザイ方

スな栄養繁殖性の作物の遺伝資源管理におい

て、多くの栄養系を重複をさけて効率的に保存

するために進化遺伝学的解析が必要である。一

方、病原の検定もまた遺伝資源の国際的交換の

ために必要とされる。

rfrj,J病性育種において、 2種あるいはそれ以上

の病原の共働作用がある場合、 長い潜伏期間あ

るいは不安定な病徴が判定を困要Hにする場合な

どにおいて、病徴の判断にたよらず病原を直接

に検定することが有効て、ある。ここでも近代的

な手段による検定が重要な役割をはたす。

早H免、われわれは有用な外来fil伝子を形質転
換により導入された植物を熱裕ー作物の交配育磁

の旬本として使う 必要性にせま られるだろう 。

この場合、問題となる遺伝子をバイオテクノロ

ジーの手段で同定することが必須にるる。

熱情諸国における農ー業研究のインフラストラ

クチャーおよび技術そのものの進歩にともない

多くの熱術の発展途上国においてハイオテクノ

ロジーによる検定 ・診断法が使用可能にな りつ

つある。ナイジエリアにある国際熱帯農業研究

所(IITA）は、キ ャyサパその他の作物のウイ

ルスを検出するための抗体を載せたELISA検

定似をアフリカ諸国へ送り出している。｛共試際

ifi＇，を載せて返送された検定紋についてIITAヵ、

以後の操作をして、結果を依加者に知らせる仕

組みである。ペルーにある国際パレイショセン

ター（CIP）はノ〈レイショのウイロイドやウイ
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ルスについて同様のサ ビスを核酸分子雑種形

成法を用いて行っている。供試襟品を調製し送

付するためのキ y 卜を送り出し、それらについ

ての検定結果を返送している。国立の研究機関

としては、例えはマレイシア農業大学は動 ・植

物に感染性のウイルスについて高度の技術水準

をもっ研究集団を擁し、同様に近代的な検定法

を取り入れようとしている。一方、刷物の遺伝

子の分析については、 DNAの構造を分析するた

めの制限酵素断片長多型分析（RFLP）その他

の手段が国際研究センターのみならず国立機関

においても多用されようとしている。

以上の例に見られるように、多くの熱，II~：の国

々において、検定・診断を含む現実的な目的のた

めにノ〈イオテクノロジーを利用する試みがすで

に始ま っており、この方面の研究を進めるため

の国際的協力の強化が求められている。IITA

やCIPが提供しているサーヒスは他の分野・地

域での同様な活動のモテルとなると忠われる。

ここで注目すべきは、国際農業研究センタ一主

とA技術移転の中心となる機関が技術開発のより

基礎的な場前iで他の先進的な技術をもっ引先月i
の協力に依存しているという事実である。3～

4あるいはそれ以上の研究所が協力システムを

つくり、そのあるものは基礎的な技術を提供し、

別の機関は技術を襟準化して現地に適応可能と

し、これに国の中心機関や地域の現場が参加す

るといった仕組みが有効になると考えられる。

占tf！%技やffliJF究音rsは現在サツマイモのウイルス

やイネJli't萎病の病原（マイコプラズマ様病原休）

あるいは熱帯の根本立mをバイオテクノロジーの
手段で検定する手法の開発にあたっている。さ



歩

さるもの知りのタイ人に言わせるとニワト リ

は「歩く 大豆」の由。1984年頃からタイの大亘

生産が急速に増えたが、これには 日本の市場が

タイ産の鶏肉を多量に買い付けるようになった

ため、えさである大豆粕の需要が同国内で大幅

に高まり、大豆生産を刺激したようだとの見方

がある。鶏肉需要と大豆生産の急激増カ、平行し

たことから、ニワトリ にこの異名カ、付けられた。

ところで、ニワトリや家畜の濃厚飼料の市場

をみると 、圧倒的に多いのはトウモロコシとソ

ルカ、ムである。貿易量も多い。その中にあって

ECは、域内農業の保護のため、 これらに高額

の輸入謀懲金をかけて輸入tf!J制の策を取る一

方、域内の餌需要を満たすため、炭水化物飼料

のキャ ッサハペレ ットをタイから輸入し、これ

に域内産のコムギ、オオムギ等と混ぜる。そも

そもiilfi絡の安いキャ ッサノミペレ ットを低関税で

輸入するため、その輸入量は急激に培え、 1984

年には年間620万トンにも達した。しかし、 EC

自休の農業保護の勢いにtll'されて輸入量はその

後急減し、現在は年間500万トンの水準を低迷、

今後さらに減少するとの見通しが強い。タイに

近いわが国は飼料の大消費国ではあるが、 iiiい

将来キャyサバペレ y 卜を多量に輸入するとの

JりJ待はかけられない。

この状況をt愉出国のタイ↑HIJからみると 、事態

はきわめて深刻である。農産物の輸出カ、外貨獲

得の重要資源であるタイにと って、コメに次ぐ

位置をとiめるキャッサノ可ペレ ットの輸出が先制

りということは、国の財政主主総に型1,＜。そのう

え深刻なのは、キャッサノ〈生産の中心である東

北タイ地域に与える；ι響である。長い乾季と低
い地力のため適作物がごく限られるこの地域で

は、キャyサノミは、厳しい条件にもiMえる数少

ない経済作物である。その生産物の！仮路が狭く

なることは、この地域の農業と農民にとって死

活にかかわる問題である。

さきに記したように、ニワト リなどの多頭飼

育に必要な濃厚飼料の需要が強ま っているタイ
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の国内市場である。現在はトウモロコシがその

主要部分を占めているが、もしその一部または

相当部分をキャッサノ〈ペレ ットで代替できるな

らば、 ECへの輸出減退の一部がこの囲内消費

増で消化され、問題の深刻さがいくらか緩和で

きるはずである。この場合キャ ッサノミペレ ット

は炭水化物飼料であるから、蛋白質その他の栄

養要素を他の素材で補填しなく てはならない。

ここに大豆粕が重要な補完飼料の候補として登

場してくる。

このように、国内の鶏飼育飼料とECへの輸

出に強い需要と利用の実績があ りながら、大豆

粕とキャ ッサノミペレ ットを組み合わせて餌とし

て国内に売りだそうとの動きは現在タイの餌市

場では見られない。やは りトウモロコシが主体

である。

ある飼料業者の試算によれば、タイ圏内でこ

れらを組み合わせて利用する可能性はないわけ

ではないと言う。仮に、キャ yサパの価格がも

う少し下がり、同H守に大豆粕の値段が2割、で

きれは‘それ以上に低くなれは、その似合飼料

は、 価格 ・栄養ともトウモロコシと競争できそ

うだとの意見である。しかし、農家レベルでこ

の「もう一歩」を達成するのが実は大変であ

る。とくに大事なことは、キャ yサパと大豆の

価格低下の一方が欠けても、キャ ッサパ需要は

タイ国内では伸びていけないという点である。

ここに挙げた例から、次の 3つのことを指摘

したい。第ーには、キャッサバ研究の枠組みに

ついてである。研究の対象ヵ、この作物に限られ

ると、キャッサノく関連技術は改善されるであろ

うが、農業発展への貢献には結びつきimいこと
を上例は示している。ここでは大豆との組み合

わせを検討したが、相手に選べるのは他にある

かも知れない。単に生産物の価格に止まらず、

生産地域の経済開発その他の社会経済的な而を

も考慮にいれなくてはならない。一言でいう

と、重要なのは問題全体を複眼的に捉えるとい

うことである。



研究成果 タイのメイズがアフラトキシンに汚染される

メカニズムの解明と汚染防止の開発

アフラトキシンは Asρergillusflavusの生

産する強力な発カ、ン物質であり 、メイズ、ピー

ナツ、ココナツ、キャ ッサノ〈等を汚染するた

め、これら農産物の国際取引では、その汚染の

有無が厳しくチェックされている。本カビは熱

帯地方に多いが、幸いわが国にはほとんど見い

だされていない。（M.Manabe・0. Tsuruta 

JARQ vol.12, No 4, 1978) 

タイ国産メイズについて、畑からマーケ ット

を経て流通するプロセスを追ってみると 、全体量

の約1/2は天日乾燥されるものの、残りの1/2は、

乾燥されることなく高水分（20～30%）のまま取

り引きされていることが明らかになった。高水

分のウエットメイズは、容易に AFlawsによ

り汚染されるが、汚染のメカニス、ムとして 3つ

の要因が指摘できた。その lは、水分含量で、水

分17%以下では、通常本カビの発生は抑制され

た。その2は、物理的損傷で、l悦粒操作中にメ

イズが傷つきそれが汚染の引き金となってい

た。その 3は、j悦粒後の経過日数で、メイズの

水分量にもよるが2～ 4日すると 、カビカ、発生

してくる。ウエットメイズが、）悦粒後、集荷、

トラ ックi)i命送され、パンコク近辺の飼料業者や

輸出業者の乾燥機て、処理されるまでの最大7～

10日間、本カヒを防止できれば、タイ国産メイ

スのアフラトキシン汚染問題は大幅に改善され

ると思われた。

化学的防止法としては、麻袋中のウエ y トメ

プラスチック袋の貯蔵によるアフラ トキシン
の汚染防止

イズ100kg当た り95～99%濃度のメタノールま

たはエタノールを2～ 3R, 添加すると 、アルコー

ルは麻袋中で気化して、本カビの発生を10日間

程度悶止することができた。物理的防止法とし

ては、麻袋の中に、プラスチ ック袋（高密度PE,

50μm）をl枚挿入し、ウエ y トメイズを入れた

後、袋の口をしっかり閉じるだけで本カビの発

生を60日間以上完全に阻止できることを見いだ

した。ウエットメイズは、高水分の故に活発に

呼吸し、袋内の固ま素を消費するため、袋内が嫌

気的にな り、カビの発生が阻止されたのである。

このように単純な手法でウエットメイズのア

フラトキシン汚染防止が可能て、あった。今後は、

スケールアップ試験など、JICAプロジェクトと

して引き続き現地で試験研究が行われるはずで

あり、その成果が期待される。

（川嶋浩二 ・P.Siriacha)

研究成果 フィリピンにおける赤黄色および関連土壌の生成・分布の法則性

フィリピンで分布が最も広〈、農林業上も重

要な赤黄色および関連土壌について、全国的な

調査研究により 、その種類および国材、地形、

気候を反映した生成・分布の法則性を解明し、

以下の結果を得た。

1 .フィリピンに分布する土壌は、，；＼：、色土、 1i!f

色土、H音褐色土、テラロ yサ様土、テラフスカ

様土、レンジナ様土、褐色台地士、疑似グライ
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様土、アンドソル、パーティソル、褐色低地土

および灰色低地土など17土壌群に分類された。

2.安山岩、玄武岩質母材に由来して、太平洋

岸の熱’出つ雨林気候 （＜ 2乾燥月）下では、粘土

含量は高いカ、活性の極めて小さい （CEC<l6

me/lOOg粘土）強酸性の赤色土と黄色土が生成

し、しかも丘陵および中高位台地には赤色土と

黄色土の両方が、低位台地には黄色土のみが分



布していた。一方、南支那海岸の厳 しい乾期

(>4乾燥月）をもっ熱帯モンスーン気候下で

は、 比較的粘土活性が大きく 、酸性も弱い赤色

土のみが分布していた。

3 石灰岩上には、わヵ、国の南西諸島に見られ

ると同様、 レンジナ様土→テラフスカ様土→テ

ラロ yサ様土→赤色土という土壌生成系列が認

められ、この順に一般に土壌が襟〈 、脱石灰カ、

jfilみ、般性が強ま っていった。

4.砂岩、頁岩質の残積、古；i:1:r桔堆積物に由来

して、台地にはテラロッサ様土、赤色土および

疑似グライ機土が、丘陵には褐色台地土が生成

し、これらの土壌生成過程の違いは母材の石灰

含量、 排水条件、気候型の違いによ っていた。

石灰質母材に由来して厳しい乾期をもっ条件下

では二次集積した粉状石灰や石灰ノジュールを

含むものもあった。

5 j中ft＼低I也には母材の性質や気候型を反映し

て、弱酸性～中アルカリ性までの種々の褐色低

地土、灰色低地土およびノミーティソルカ、生成 ・

フィ リピン各種土壌のモノリス

分布していた。

これらの結果は、得られた基礎的、包括的分

析データとともにフィ リピンの農林業における

土壌管理対策を策定する上で極めて重要な知見

を与えるものである。

(i富山奇 忠雄 ・E. P. Paningbatan. Jr.) 

研究成果原生遺伝資源利用による多収 ・耐冷性 ・耐いもち

水稲品種の育成

中国の雲南地方は水稲栽培発祥地のーっとし

て知られている。熱研は1982年以来、原、生遺伝

資源を利用した耐冷性でいもち病に強い多収の

水稲品艇の育種について、雲南｜省農業科学院と

共同研究を進めてきた。1990年に雲南省はこの

共同初｜究において中固と日本の育種材料の交配

から育成された 3品種を新l品種と して登録した。

新品種，；ff受20号の立毛
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これらの品種は雲南省の海抜1,500～2,000mtこ

位置している地帯に適するものと考えられてい

る。3品種の特性は次ページの表に示してある。

高度rfo;JJ令｜生のI品種は雲南の育種材料から同定さ

れた。これらの品種は日本品種の中で最高の耐

冷性品種 「そめわけ （染分）」よ り高いriu;Ji令性

を示した。これらの材料は交配税と して用いら

れ、いくつかの有望系統を育成し、さらに改良

を進めるための有用な素材であるとして期待さ

れている。

（安部信行 ・藤村泰樹 ・井上正JI券・岩野正敬 ・

松永和久 ・j):J＼末登 ・森谷国男 ・東正llf(.匡l広泰

史 ・ 内山 田 "t-L'i 士 ・ 小山田善三 ・ ；f/, ii '.i'.~ .王；k華 ・

将走、農 －王i裂義 ・何雲昆 ・熊建華 ・干し平 ・3長思
竹 ・ 李包I ~息 ・ 李家端 ・ 李成雲 . fi¥'.ll央仰 ・孫有泉

．周玉砕 ・手i秀英 ・1番燥平 ・答iJti'i・i'iJJ汝II月・｜凍

国新 ・｜；忠夫：蓉 ・無汝会 ・｜凍泉昌・i馬正友 ・3長兆

明 ・李建エjZ・答lj理芥）



優良品種として登録された日中合作系統の主要特性

品種名 i!it糠18号 浪綬19号 横綴20号 雲綬9号

系統番号 合系4号 合系 5号 合系10号 （比較品磁）

熟 1羽 早生 中生 中生 中日免生

草型 中間型 中間型 偏，，t.'l！重型 記官、重型

出穏期（月日） 7 .16 7. 26 7.23 7.30 

成執期（月日） 8.31 9. 05 9 .12 9 .16 

科l 長（cm) 83 84 86 101 

長（cm) 17.2 17.0 15.7 16.0 

数（本／m') 414 438 509 418 

での有無 inE 街、 lJIE 知E

f手 先 色 褐 t'i't白 設白 t'i't白
Jj見 粒 七l: ややn 中 中 illl 
必I倒伏性 111 ~il '1!il 号日

業いもち耐;j"病性 i!il )!il '1!il 中

粍1いもち耐病性 i!il 4虫 『!il やや~!il

いもち病真性抵

抹性遺伝子 ！~ ＇／ pi I pl I ＋ 十

両J 什•hげl 世i やや＇1!il )!il 

fJj 重（kg/a) 97.9 79.9 98.6 82.7 

玄米重（kg/a) 80.3 68.9 79. 7 69.4 

玄米千粒重（ g) 22.8 22.6 19 .1 19.7 

玄米品質 ,i，ー｜二 上下 中中 下上

会議等の開催予定

。熱情農業研究専門分野別研究会 （第13回）

「国際農業研究における情報問題」

日時 ：平成 3年 1月18日（金） 9 :30～ 17:00 

場所 ：熱帯農業研究センター第一会議室（ 6 

｜；皆）

演題と演者 ：

0国際研究協力とそのあり7J（東京大学教授

－平沢i令）

0情報社会における戦略的MF究協力 （三井情

報開発（株）システム本部長 ・香月祥太郎）

0ネッ トワークを利用した海外共同研究 （東

(2ページからの続き）

らにパレイショのミトコンドリア辿伝子の分析

および熱帯反努家畜のルーメン微生物の解明も

進めている。これらの研究は熱’貯の農業開発に

必要とされる近代的な検定法の開発へ導くだろ

う。さらにこうした検定・診断法の開発をめさし

6 

京大学教授 ・高倉直）

0熱’市圏における広域モニタリ ンク（森林総

石ff. ？］，；凹if,t.ft)

0熱’出・農業研究のための各種テータベースの

構築 （熱研 ・鈴木大助）

。熱帯農業試験研究推進部会

「熱’常における水町i二期作に伴う病害虫

対策に関する研究」

日H寺：平成 3年 3月18日（月） 9：・30～ 17：・00

場所 ：熱’箭農業研究センター第一会議室

た協力研究を通して熱帯諸国のパイオテクノロ

ジー研究全般の強化がはかられ、やがて相互の

利益をめざしたより進んだ国際1Zli力への道がひ

らけることが期待される。

（基盤技術研究部長）



(3ページからの続き）

第二には、生産物の利用と消費についての実

態分析と展望を試みることの重要性についてで

ある。上例では、飼料市場でのキャyサバと大

豆の需要関連を述べたが、この両作物とも消費

の仕方は餌に止まらない。食品材料としての利

用を含んでいるので、それらの比較優位性を分

析評価することが重要な研究課題である。

第三には、キャッサパ、大豆など個々の作物

について、育種を含め、栽培技術の改善、加工

技術の開発カ、基本的に必要なことである。

熱研が発展途上国の研究機関と共同研究を進

めるに当たっては、これら 3点を整理したうえ

で、研究目的と特定期間内に到達したい水準を

明確にした総合計画を作り 、一貫した実施方策

をたてることを期待したい。これが欠けでは、

発展途上国で行われる共同研究開発が、農業発

展には容易に結びつかないことが懸念される。

また熱研スタ ッフの研究活動が適切に評価され

ないケースが多くなることも気がかりである。

（熱研顧問）

人の動き

（ O海外出張者氏名（平成2年4月～9月）

研究管理翻査

専門部門別海外調査

長期在外研究

短期在外研究

氏 名

者II留 信也

主ti明義
者II留 信也

斉隊 1官

世j並 主主司

抑留信也

佐藤 尚雄

大野 芳和

石田 元彦

安部 信行

村上敏文

中井

高知l ィ邑

友岡 慾彦

今回 ＃ 

今回 忠男

必ヂ｜ 秀人

村山重俊

藤田 佳克

上野 義視

名国防ー

l市岡 隆昇

伊藤 ii＇／光

伊藤 一幸

工藤 I専

中野 正明

野田千代ー

富田 f1 
ノト 'Jf／－寺 •JLJ且

日間獅展

勝吉I, 利弘

西村 宏

ni山 t 
岡田 巡幸

内藤秀樹

東 正H召

中川 宣1興

長峰 百l

池田俊州、

血L聖j 光
山口武夫

斉藤 t並

大角 泰夫

小山田普三

浅沼修一

石川 浩一

所 属

チλl/f所長
望丸U庁

熱i/f所長

技会事務局総務課

勇名 目f ihi外 11~ :ii専門官

熱fiJf所長

mmセンタ
熱jilf

タ九日f
北iii.ょ；w:i.式 (/ii) タ丸山f
熱,if

タλ,Jf

タ九l/f

?¥6Jf 

＊削減安芸山立場
(iif）熱［，jf

家古，i前l司；（fill熱[,Jf

熱町f
熱［，jf

?¥fijf 

タ＇~ MF
?.HJf 
戸九日「

熱出f

タλ石！「

タ九日f

タ九日f
熱研

九iチH'i¥t主;,t育倣諜
森林，.tu/f東北支斗；
熱j／「研究第苦｜；長

歩＼,if

準＼,if

P九日f

声九日f

』品目Jfセンタ

東北tiぷ
中国政ぷ

生ff.酎f
Z民林，Nlf
野菜 ・？，伝説

敵[i)f

北海道段式

熱IJf

東北民球

北海道11i試
1注目fセン ター

-7-

出1 7長 先 出！；長期間

7 レインア 2 4 4～2 4 12 

7 レインア 2 4 4～2 4 12 

オラ／タ 2 5 19～2 5 27 

,1,11，人民At日匡！ 2 7 15～2 7 . 29 

•1•1i'f 人民共和国 2 7 15～2 7 . 29 

,,,,1，告人F：共干lJ匡i 2 8 18～2 8 .31 

中華人民共和国 2 8 17～2 9 3 

アメリ力、カナタ 2 4 2～2 4 25 

マレインア 2 7 . 23～3 1 11 

中華人民共和国 2 8 9～3 2 5 

タイ 2 8 9～3 4 30 

•I • 華人民共和国 2 8 19～3 1 18 

ンリア 2 8 .23～2 12. 23 

タイ 2 7 17～2 10.24 

タイ 2 7 18～2 11 13 

ケニア、イギリス 2 7 20～2 12 15 

？レインア 2 7 . 22～3 1 17 

7 レインア 2 7 5～2 11. 26 

中華人民共和!Jil 2 6 19～2 12 10 

タイ 2 9 4～3 l 9 

コロノビ7 2 9 24～3 2 3 

7 レインア、タイ 2 8 22～3 2 18 

7 レインア 2 9 5～3 l . 31 

7 レインア、タイ 9 3～3 2 15 

7 レインア 9 4～3 l 31 

ペル一、アメリ力 、コスタリカ、 ドミニカ 2 9 6～3 3 . 25 

タイ 2 9 JO～3 2 9 

•I• 草人民共和国 8 18～2 8 31 

フィリピン 7 18～2 9 17 

タイ 、7 レイシア 2 8 6～2 8 . 20 

スリラン力、7 レインア、フィリピン 2 7 l 7～2 9 14 

タイ 2 7 17～2 8 l l 

ナイジエリア、ニジェ ノレ 2 7 19～2 9 16 

タイ 2 7 3～2 8 I 

中華人民共和国 2 8 18～2 8 31 

,1,1，作人F（共和I王l 2 8 17～2 9 3 

仁1"・11＇；人 It共和国 2 8 18～2 8 . 31 

中華人民共和国 2 8 l 7～2 9 3 

イノド、タイ 、7 レイ yア 8 26～2 9 19 

タイ 、イン ドネシア 2 8 26～2 9 9 

中核人1－（共有l医｜ 2 8 17～2 9 3 

中華人民共和国 2 8 l 7～2 9 12 

イ／ドネン了、タイ 8 26～2 9 . 22 

中部人民共和l匡｜ 8 17～2 9 12 

ナイジエリア、セネァゲル、フランス 2 9 . 22～2 10 18 

フィリピン 、7 レイ ンア 2 8 16～2 9 27 



研究サイト 熱研の中国における共同研究

中国はアジアの中でも早 くから農業文化の栄

えた固である。いまなお中国の農業は12億の人

たちの暮しを支える重要な役割を担っている。

1981年亀岡農林大臣によ って日中農業共同研究

の実施が合意に達した。1982年 1月に、 「原生

遺伝資源利用による多収 ・耐i令性.ifn'tいもち病

水稲品種の育成」に関する研究カ、熱研との共同

プロジェクトとして雲南省農業科学院 （昆明）

で実施されることになった。このプロジェクト

研究は、 互恵平等の原員ljに基づいて日本および

中国の稲品種の豊富な遺伝資源を相互に提供 ・

利用して、効率的な特性検定および育種法を開

発し、上記のテーマを達成しようというもので

ある。1987年からは中国の上海市農業利学院、

広東省農業科学院との間で「野菜生産」に関す

る共同研究カ、実施された。また、 1990年に中国

西部乾燥地域の新彊地域の新彊生物土壌砂漠研

究所と「環境資源研究」が開始された。

雲南省農業科学院との水稲育種プロジェクト

雲南は24の民族が存在するといわれている。

また、この地帯には多くの柄物が存在し、とくに

稲の遺伝資源カ、豊富である。1982年以来、熱研と

芸南省農業科学院との聞に上述したような共同

研究が始められた。その内容は 1）雲南地域に適

する日本型水午前品種の育成、 2）原生遺伝資源の

有効利用のための育栂法の開発である。1990年

に研究成果においても記述されているように中

国と日本の材料から育成された 3品種が新l品種

として雲南省に登録され（前出、 5頁）、1990年に

は、すでに約 2万haの栽培面柏に達している。

上海市農業科学院と広東省農業科学院との野菜

研究プロジェク卜

1987年以来 「熱帯における野菜の生産安定技

術の開発に関する共同研究」が上記の 2研究機

関で開始された。これにはキュウリ、ピーマン、

ハクサイの「耐暑性等ストレス耐性の品種改良」

とトマト、ピーマン、イチゴ、ホウレンソウお

よび他の葉菜類の 「高温期の安定生産技術」が

含まれる。熱研では1987年以来3名の研究者を

長期派遣している。中国と日本の品種の交配か

ら耐暑性で高品質の有望Flが育成されている。

また、高温期のピーマンの遮光は著しく収量を

高めることを明らかにした。現在、イチゴの早期

収税のための栽培法やカボチャ台へのネ ットメ

ロンの接木栽培法などの研究カ、なされている。

西部乾燥地域新彊の農業環境資源研究

1990年から中国科学院新彊分院新彊生物土壌

砂波研究所と 「乾燥地域における環境資源につ

いての共同研究」が始ま った。特別研究サイト

としてトルファン盆地が選ばれたが、この地域

は天山山)Jj正の氷河や雪解け水が、実に精巧に地

下誕i既ネ ットワークで集まり、循環している。
ポンプや防水池を用いてj非政している所では各

種の作物が栽培されている。プロジェクト研究

には、1）乾燥地の土壌分類と土壌特性、 2）乾

燥地の気象特性と水動態及び風食防止手段の改

良、 3）乾燥地の植生の動的変化をリモートセ

ンシンク技術で解析する環境資源評価などが含

まれる。ここには今年の 3月以来、熱捌から長

期および短期の研究員が土壌学的、農業気象学

的研究を行うために派遣されている。

上海市近郊のキュウリのハウス栽培
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